
 

  

日 

時
９
月
27
日
（
木
） 

14
時
30
分
〜
16
時
30
分 

場 

所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

出
席
者 

▼
南
三
陸
町
老
連
（
５
人
） 

阿
部
喜
十
郎
会
長
、熊
谷
副
会
長
、

阿
部
地
区
会
長
、
星
み
よ
子
女
性

代
表
、
高
橋
吏
佳
事
務
局
員 

▼
水
戸
市
高
連
（
14
人
） 

山
川
会
長
、
羽
田
・
佐
々
木
・
板

越
副
会
長
、
小
高
理
事
、
女
性
委

（
杉
山
・
田
邊
）、
研
修
委
（
板
越
・

清
水
テ
）、
広
報
委
（
清
水
・
柴
田
・

大
里
）、
高
齢
福
祉
課
（
宮
本
・ 

菊
池
） 

交
流
会
（
司
会=

宮
本
） 

▼
両
会
長
あ
い
さ
つ 

▼
犠
牲
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
る 

▼
記
念
品
の
贈
呈（
寄
せ
書
き
の
額
、 

 
黄
門
像
の
焼
物=

板
越
氏
制
作
、 

 
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
石
け
ん
、「
水
戸
黄

門
さ
ま
が
伝
え
た
絆
」=

書
籍
） 

▼
自
己
紹
介 

▼
水
戸
市
高
連
の
活
動
状
況
紹
介 

▼
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
（
被
害
、
支
援
の
様
子
） 

▼
交
流
座
談
会 

津
波
に
よ
る
被
害
状
況
等 

▼
当
日
は
４
階
建
て
の
結
婚
式
場

「
高
野
会
館
」
で
芸
能
発
表
大
会
を

行
っ
て
い
た
。
約
３
５
０
人
の
参
加

者
が
い
た
。そ
の
場
に
残
っ
た
人
は
、

助
か
っ
た
が
地
震
後
帰
宅
し
た
会
員

は
全
員
津
波
で
亡
く
な
っ
た
。 

▼
老
人
ク
ラ
ブ
は
約
50

あ
っ
た
が

全
滅
。
会
員
も
１
８
６
人
が
亡
く
な

っ
た
。
今
は
仮
設
住
宅
の
仲
間
を
中

心
に
約
20
ク
ラ
ブ
が
復
活
。
し
か
し
、

交
通
の
便
も
悪
く
集
ま
る
場
所
も
な

い
、で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。 

▼
震
災
後
、
電
気
が
復
旧
し
た
の
が

３
〜
４
ケ
月
後
、
水
道
は
も
っ
と
後

だ
っ
た
。
昔
の
簡
易
水
道
、
プ
ロ
パ

ン
の
炊
飯
器
が
役
立
っ
た
。
道
は
自
衛

隊
が
来
る
ま
で
が
れ
き
の
山
だ
っ
た
。 

▼
楽
天
の
副
社
長
が
高
台
に
あ
る
１

０
６
町
歩
の
ゴ
ル
フ
場
を
寄
付
し
て

く
れ
た
。
仮
設
住
宅
は
ほ
ぼ
完
成
、

４
地
区
の
皆
さ
ん
が
入
居
す
る
予
定
。 

▼
防
災
対
策
庁
舎
で
多
く
の
犠
牲
者

が
で
た
。
津
波
の
高
さ
が
６
ｍ
程
度

と
見
て
、
避
難
指
示
を
出
さ
ず
、
職

場
保
全
と
被
災
者
対
応
に
当
た
ろ
う

と
し
た
の
が
原
因
だ
と
い
う
。 

    

「
地
獄
に
行
っ
た
こ
と
な
い
け
ど
、

地
獄
よ
り
ひ
ど
い
」（
３
・
11
複
合

被
災=

岩
波
新
書
）」
に
掲
載
さ
れ
た

女
性
被
災
者
（
77
歳
）
の
言
葉
で
あ

る
。 こ

の
世
の
地
獄
を
見
た
で
あ
ろ
う

南
三
陸
町
の
皆
さ
ん
で
は
あ
る
が
、

穏
や
か
に
、
悲
し
み
な
ど
み
じ
ん
も

感
じ
さ
せ
ず
に
私
た
ち
を
迎
え
た
。

多
く
の
物
と
家
族
や
仲
間
を
失
っ
た

が
こ
う
し
て
生
き
て
い
る
、
と
克
明

に
被
害
状
況
を
語
っ
て
く
れ
た
。
町

民
約
８
５
０
人
も
が
犠
牲
に
な
り
、

残
さ
れ
た
命
、
生
か
さ
れ
た
命
と
の

想
い
が
強
い
の
で
あ
ろ
う
、
経
験
し

た
こ
と
を
伝
え
る
が
使
命
の
よ
う
に

も
感
じ
ら
れ
た
。
健
気
な
振
る
舞
い

に
胸
が
熱
く
な
る
。 

会
も
終
わ
り
近
況
な
ど
を
伺
う
と

  
 

９
月
27
日
、松
島
を
経
て
、山
川
会
長
ほ
か
13
人
が
、南
三
陸
町
老
人
ク 

ラ
ブ
連
合
会
と
の
交
流
会
に
臨
ん
だ
。 

28
日
は
小
雨
の
中
、バ
ス
２
台
に
分
乗
し
、「
震
災
語
り
部
ガ
イ
ド
」の
案 

内
で
、志
津
川
地
区
を
約
１
時
間
か
け
て
回
っ
た
。
１
日
も
早
く
、復
興
の
町 

と
し
て
よ
み
が
え
り
、災
害
に
強
く
、安
心
し
て
漁
業
や
観
光
に
専
念
で
き 

る
町
に
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
帰
途
に
就
い
た
。 

 

交流会後の記念撮影：前列向って左から２人目阿部

南三陸町老連会長、その左および後ろ３名が代表参

加者、前列左から３人目山川庫水戸市高連会長 

贈
呈
し
た
記
念
品 

の
寄
せ
書
き
等 

記念品を贈呈する山川会長ほかの皆さん 



実
は
夫
を
、
主
人
を
亡
く
し
た
と
い

う
方
が
５
人
の
う
ち
２
人
も
い
た
。

ひ
と
り
の
方
は
消
防
団
員
で
あ
っ
た

と
い
う
。
思
わ
ず
絶
句
す
る
。
こ
ち

ら
の
方
が
何
か
い
た
た
ま
れ
な
い
気

持
ち
に
な
っ
た
。 

「
私
た
ち
は
、
が
ん
ば
る
し
か
な

い
が
、
南
三
陸
町
だ
け
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
」
皆
さ
ん
の
支
援
や
見 

守
り
が
必
要
と
訴
え
る
。
見
わ
た
す

限
り
土
台
と
窓
枠
の
無
い
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
建
物
の
被
災
地
に
私
た
ち
は

も
っ
と
も
っ
と
思
い
を
は
せ
る
べ
き

だ
と
痛
感
し
た
。 

   

志
津
川
湾
か
ら
約
３
０
０
ｍ
の
平

地
に
立
つ
結
婚
式
場
「
高
野
会
館
」。

地
震
発
生
時
、
３
階
の
宴
会
場
は
老

人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
高
齢
者
芸
能
発

表
会
」
の
閉
会
式
の
さ
な
か
。
強
烈

な
横
揺
れ
に
大
勢
の
客
は
パ
ニ
ッ
ク

状
態
に
な
っ
た
が
従
業
員
ら
の
適
切

な
判
断
で
上
階
に
避
難
。
会
館
に
と

ど
ま
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ
員
や
従
業
員

ら
約
３
３
０
人
は
全
員
助
か
っ
た
。 

し
か
し
、
最
高
齢
９
０
歳
後
半
、

平
均
８
０
歳
前
後
の
高
齢
者
の
上
階

へ
の
避
難
は
困
難
を
極
め
た
よ
う
だ
。

階
段
は
人
で
び
っ
し
り
。「
こ
の
ま
ま

で
は
津
波
に
の
ま
れ
る
」。体
力
の
あ

る
人
が
お
年
寄
り
を
背
負
っ
た
。
４

階
に
あ
る
約
２
５
㎡
と
約
３
０
㎡
の

会
議
室
２
つ
は
人
で
あ
ふ
れ
、
立
っ

た
ま
ま
の
満
員
電
車
状
態
だ
っ
た
そ

う
だ
。 

 

真
っ
暗
闇
の
中
、
一
番
困
っ
た
の

が
ト
イ
レ
。
懐
中
電
灯
を
持
っ
た
人

が
た
っ
た
一
人
い
て
助
か
っ
た
と
い

う
。
飲
み
水
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
回

っ
て
き
て
小
さ
い
蓋
一
杯
分
を
飲
み

ま
わ
し
た
。 

    

一
方
、
悲
劇
の
現
場
と
な
っ
た
の

が
町
の
防
災
対
策
庁
舎
で
あ
る
。
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
っ
た
町
職
員

約
３
０
人
は
防
災
庁
舎
に
逃
げ
込
み

屋
上
に
避
難
し
た
が
助
か
っ
た
の
は

わ
ず
か
１
０
人
だ
っ
た
。
津
波
は
、

３
階
建
て
の
屋
上
よ
り
さ
ら
に
２
ｍ

上
ま
で
達
し
た
と
い
う
。 

何
も
な
く
な
っ
た
町
に
あ
か
い
鉄

骨
の
み
を
残
す
防
災
対
策
庁
舎
は
遠

く
か
ら
も
す
ぐ
目
に
付
く
。
そ
の
１

階
入
口
部
分
に
は
献
花
台
が
設
け
ら

れ
た
く
さ
ん
の
花
が
手
向
け
ら
れ
て

い
た
。
全
員
バ
ス
を
降
り
て
祈
り
を

さ
さ
げ
、
震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
々

に
対
し
、
気
持
ち
を
寄
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。 

 

   

 

去
る
、
平
成
24
年
9
月
27
日
〜

28
日
、
宮
城
県
南
三
陸
町
（
人
口
約

１
万
５
千
人
）
の
被
災
地
視
察
に
、

会
員
78

人
２
台
の
バ
ス
に
分
乗
し

て
水
戸
を
出
発
。
途
中
休
憩
を
取
り

な
が
ら
、
松
島
経
由
で
、
午
後
２
時

過
ぎ
に
到
着
す
る
。 

 

車
中
で
、
山
川
会
長
が
「
現
地
を

見
て
、
命
の
守
り
方
、
支
援
の
仕
方

等
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
を
考

え
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
て
欲
し

い
」
旨
挨
拶
。 

 

一
行
が
「
み
や
ぎ
明
治
村
」
を
見

学
し
て
い
る
間
に
、
役
員
の
一
部
が

南
三
陸
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
訪

問
、
記
念
品
を
届
け
「
ク
ラ
ブ
会
員

と
の
激
励
交
流
会
」
に
臨
む
。 

 

こ
の
日
は
、
海
辺
の
す
ば
ら
し
い

「
ホ
テ
ル
観
洋
」（
震
災
時
は
避
難
場

所
に
提
供
）
に
泊
ま
る
。
夜
の
宴
会

で
は
、
津
波
で
亡
く
な
っ
た
方
々
に

黙
祷
を
さ
さ
げ
、懇
親
会
と
な
っ
た
。

三
味
線
尺
八
に
よ
る
「
磯
節
」、「
フ

ラ
ダ
ン
ス
」
な
ど
み
ご
と
な
芸
能
が

披
露
さ
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
が
か
か
る

な
ど
楽
し
い
親
睦
の
時
間
を
過
ご
す
。 

 

翌
日
は
雨
の
中
、
震
災
語
り
部
ガ

イ
ド
の
案
内
で
、
南
三
陸
町
被
災
現

場
に
入
る
。
い
ず
れ
も
見
る
と
聞
く

と
は
大
違
い
！ 

町
は
土
台
だ
け
残

し
上
物
は
全
て
が
れ
き
化
し
、
ビ
ル

は
３
階
ま
で
壁
も
サ
ッ
シ
も
無
く
筒

抜
け
、
多
く
の
人
命
と
共
に
町
が
消

え
た
様
子
を
視
察
す
る
。 

注
目
の
避
難
を
呼
び
か
け
た
防

災
対
策
庁
舎
は
鉄
骨
が
む
き
出
し
、

言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
様
相
に
各

自
自
然
に
手
を
合
わ
す
。
15

〜
16

ｍ
の
津
波
の
前
に
は
、
避
難
を
必
死

に
呼
び
掛
け
る
も
、
約
８
５
０
人
の

死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
す
。
自
然

の
驚
異
を
改
め
て
覚
え
る
。 

 

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」、
日

頃
か
ら
の
津
波
対
策
、
徹
底
し
た
防

災
訓
練
が
死
者
の
数
を
減
ら
す
手
段

で
は
な
い
か
と
の
言
葉
が
記
憶
に
残

り
、
学
ぶ
こ
と
の
多
い
研
修
旅
行
で

し
た
。 

赤い鉄骨がむき出しの防災対策庁舎 


